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令 和 ３ 年 度 　 収 支 決 算 報 告

会員会費
19,573,500円

寄附金
3,997,250円

経常経費補助金
（補助金・
　共同募金）

84,099,248円

受託金
145,292,820円

貸付事業
1,004,500円

事業収入
4,995,715円

介護保険事業

, 

145,102,163円

就労支援事業
（業者請負）
1,770,763円

障害福祉サービス等事業
（就労継続支援、自立支援

居宅介護）40,798,618円

受取利息配当金
196,862円

その他の収入
4,830,629円 その他の活動による収入

12,720,370円

地域福祉事業
（法人運営・

地域福祉）
125,209,379円

共同募金配分金事業
18,926,740円

介護保険事業
（介護保険・自立
支援居宅介護）

169,318,809円
就労継続支援事業

23,847,158円

介護予防・日常
生活総合事業
25,645,508円

受託事業
60,716,600円

指定管理事業
47,462,960円

収入
464,382,438円

支出
471,127,154円
支出

円

※単年度の決算報告となっています。詳しくは、ホームページをご覧ください。

★
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

「
い
き
い
き
通
所
事
業
」

　
高
齢
者
の
生

き
が
い
づ
く
り

と
介
護
予
防
を

目
的
と
し
て
、

専
門
性
お
よ
び

身
体
介
護
を
伴

わ
な
い
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

社協事業報告および決算報告社協事業報告および決算報告
　

を
針
方
営
経
の
人
法
は
会
事
理

は
と
事
理
は
会
員
議
評
、
し
定
決

る
べ
述
を
見
意
ら
か
場
立
る
な
異

。
関
機

催
開
の
会
員
委
報
広
★★

業
事
進
推
動
活
協
社
区
地・
部
支

　

　　　

　

業
事
営
運
人
法

業
事
祉
福
域
地

★
社
協
会
員
（
一
般
・
特
別
・
法

人
）
の
加
入
推
進

　
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す

る
た
め
会
員
を
募
集
。

　　　

　 　

」
ま
わ
い
「・
」）
館
Ｂ
・
館
Ａ
（

。
営
経
の

業
事
務
業
理
管
定
指

業
事
合
総
援
支
活
生
常
日・
防
予
護
介

　

業
事
援
支
続
継
労
就

★
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

「
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

　
身
体
介
護
を
伴
わ
な
い
生
活
支

援
を
行
い
、
高
齢
者
が
安
心
し
て

日
常
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
支
援
。

★
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

　
医
療
・
介
護

の
専
門
的
な
サ

ー
ビ
ス
の
み
で

は
な
く
、
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス

を
担
う
多
様
な

事
業
主
体
と
連

携
し
な
が
ら
、
日
常
生
活
上
の
支

援
体
制
の
充
実
・
強
化
お
よ
び
高

齢
者
の
社
会
参
加
を
推
進
。

　
小
学
校
区
、
行
政
区
、
公
民
館

を
単
位
と
し
て
支
部
地
区
社
協

（
27
カ
所
）
を
設
置
。

　
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
り
」
の
助

け
合
い
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
わ
せ
た
福

祉
の
向
上
を
目
指
す
。

業
事
託
受

★
障
害
者
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業

　
心
身
障
が
い

者
が
通
所
に
よ

り
、
社
会
訓
練

や
作
業
訓
練
を

行
い
、
福
祉
的

就
労
の
場
を
提

供
。

★
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
業
の
経
営

　「
か
さ
ま

社
協
だ
よ

り
」の
発
行

に
向
け
て

開
催（
年
３

回
発
行
）。

★
理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催
お

　
よ
び
監
査
の
実
施

★
低
所
得
者
福
祉
事
業

①
小
口
資
金
貸
付
事
業

　
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
世
帯

に
、
緊
急
的
に
必
要
と
す
る
生
活

費
を
貸
付
。

②
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

　
安
定
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
資
金
を
貸
付
（
県
社
協
に
て
審

査
）。

　
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
失
業
や
減
収
し
た
世
帯
へ

生
活
費
を
貸
付
。

③
フ
ー
ド
バ
ン
ク

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
茨

城
、
㈱
カ
ス
ミ
フ
ー
ド
ス
ク
エ
ア

友
部
店
お
よ
び
㈱
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
市
内
７
店
舗
の
協
力
を
得

て
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
へ
食

料
品
等
を
配
布
。
ま
た
「
き
ず
な

B
O
X
」を
市
内
７
カ
所
に
設
置
。

④
ひ
き
こ
も
り
サ
ロ
ン

　
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
方
の

社
会
参
加
を
目
的
に
、
月
１
回
開

催
。

★
心
配
ご
と
相
談
所
の
運
営

　
日
常
生
活
の
困
り
ご
と
や
問
題

解
決
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
、
専
門
性
が
高
い
場
合
に
は
弁

護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
実
施
。

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る

相
談
、
支
援
、
登
録
、
情
報
収
集

お
よ
び
提
供
な
ど
。

★
共
同
募
金
配
分
事
業

　
子
ど
も
や
高
齢

者
、
障
が
い
の
あ

る
方
を
は
じ
め
、

支
援
を
必
要
と
す

る
方
々
へ
の
支
援
。

★
善
意
銀
行
の
運
営

　
皆
さ
ま
か
ら
善
意
の
金
品
を
お

預
か
り
し
、
地
域
福
祉
活
動
や
福

祉
団
体
へ
助
成
す
る
な
ど
、
福
祉

の
充
実
に
向
け
て
活
用
。

★
福
祉
バ
ス

　
福
祉
関
係
団
体
等
が
研
修
に
活

用
し
、
よ
り
効
果
的
な
事
業
運
営

を
推
進
（
コ
ロ
ナ
に
よ
り
運
行
中

止
）。

★
コ
ロ
ナ
支
援
事
業

社
協
版KASAM

ABOX

の
支
援

　
ひ
と
り
親
世
帯
や
生
活
困
窮
世

帯
に
、お
米
と
日
用
品
を
支
給（
県

共
同
募
金
会
地
域
福
祉
特
別
助
成

を
活
用
）。

★
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
推
進
事
業

　
高
齢
者
を
対
象

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
使
い
方
や
サ

ー
ビ
ス
利
用
の
方

法
を
学
ぶ
講
習
会

を
実
施
。

★
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
が
、

住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
地
域
住
民
、医
療
、

保
健
、
福
祉
の
関
係
者
で
チ
ー
ム

を
つ
く
り
日
常
生
活
を
支
援
。

★
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　
認
知
症
高
齢
者
、
知
的
障
が
い

者
、精
神
障
が
い
者
等
を
対
象
に
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き
や

金
銭
管
理
等
を
支
援
。

★
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業

　
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
方
が

抱
え
る
様
々
な
問
題
に
対
応
し
、

自
立
し
た
生
活
を
営
め
る
よ
う
に

支
援
。
ま
た
今
年
度
か
ら
家
計
改

善
支
援
を
実
施
。

★
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
育
て

世
帯
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
家
事
支

援
・
移
送
サ
ー
ビ
ス
・
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
）
を
提
供
す
る
住
民
の
参

加
と
協
力
に
よ
る
会
員
制
の
有
償

サ
ー
ビ
ス
。

★
在
宅
重
度
身
体
障
害
者
訪
問

　
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
重
度
身
体
障
が
い
者
等
を
対
象

に
、
身
体
の
清
潔
保
持
、
心
身
機

能
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
自

宅
に
浴
槽
を
搬
入
し
て
入
浴
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
。

★
移
動
支
援
事
業

　
障
が
い
者
等
を
対
象
に
、
社
会

参
加
の
た
め
外
出
時
に
ヘ
ル
パ
ー

を
派
遣
し
、
安
全
に
移
動
で
き
る

よ
う
に
支
援
。

★
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
日
常
会
話
で
必
要
な
手
話
表
現

技
術
を
習
得
し
、
聴
覚
障
が
い
者

等
が
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
支
援
。

令和３年度

業
事
援
支
護
介
宅
居
★

業
事
護
介
問
訪
★

業
事
護
介
浴
入
問
訪
★ 介

護
保
険
事
業・障
害
者
自
立
支
援
事
業

介
護
保
険
事
業・障
害
者
自
立
支
援
事
業

　
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
に
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
、
訪
問
介
護
、

訪
問
入
浴
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

★
自
立
支
援
居
宅
介
護
事
業

　
障
が
い
の
あ
る
方
に
、
ヘ
ル
パ

ー
に
よ
る
身
体
・
家
事
等
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
。
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常
生
活
の
困
り
ご
と
や
問
題

解
決
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
、
専
門
性
が
高
い
場
合
に
は
弁

護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
実
施
。

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る

相
談
、
支
援
、
登
録
、
情
報
収
集

お
よ
び
提
供
な
ど
。

★
共
同
募
金
配
分
事
業

　
子
ど
も
や
高
齢

者
、
障
が
い
の
あ

る
方
を
は
じ
め
、

支
援
を
必
要
と
す

る
方
々
へ
の
支
援
。

★
善
意
銀
行
の
運
営

　
皆
さ
ま
か
ら
善
意
の
金
品
を
お

預
か
り
し
、
地
域
福
祉
活
動
や
福

祉
団
体
へ
助
成
す
る
な
ど
、
福
祉

の
充
実
に
向
け
て
活
用
。

★
福
祉
バ
ス

　
福
祉
関
係
団
体
等
が
研
修
に
活

用
し
、
よ
り
効
果
的
な
事
業
運
営

を
推
進
（
コ
ロ
ナ
に
よ
り
運
行
中

止
）。

★
コ
ロ
ナ
支
援
事
業

社
協
版KASAM

ABOX

の
支
援

　
ひ
と
り
親
世
帯
や
生
活
困
窮
世

帯
に
、お
米
と
日
用
品
を
支
給（
県

共
同
募
金
会
地
域
福
祉
特
別
助
成

を
活
用
）。

★
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
推
進
事
業

　
高
齢
者
を
対
象

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
使
い
方
や
サ

ー
ビ
ス
利
用
の
方

法
を
学
ぶ
講
習
会

を
実
施
。

★
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
が
、

住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
地
域
住
民
、医
療
、

保
健
、
福
祉
の
関
係
者
で
チ
ー
ム

を
つ
く
り
日
常
生
活
を
支
援
。

★
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　
認
知
症
高
齢
者
、
知
的
障
が
い

者
、精
神
障
が
い
者
等
を
対
象
に
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き
や

金
銭
管
理
等
を
支
援
。

★
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業

　
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
方
が

抱
え
る
様
々
な
問
題
に
対
応
し
、

自
立
し
た
生
活
を
営
め
る
よ
う
に

支
援
。
ま
た
今
年
度
か
ら
家
計
改

善
支
援
を
実
施
。

★
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
育
て

世
帯
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
家
事
支

援
・
移
送
サ
ー
ビ
ス
・
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
）
を
提
供
す
る
住
民
の
参

加
と
協
力
に
よ
る
会
員
制
の
有
償

サ
ー
ビ
ス
。

★
在
宅
重
度
身
体
障
害
者
訪
問

　
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
重
度
身
体
障
が
い
者
等
を
対
象

に
、
身
体
の
清
潔
保
持
、
心
身
機

能
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
自

宅
に
浴
槽
を
搬
入
し
て
入
浴
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
。

★
移
動
支
援
事
業

　
障
が
い
者
等
を
対
象
に
、
社
会

参
加
の
た
め
外
出
時
に
ヘ
ル
パ
ー

を
派
遣
し
、
安
全
に
移
動
で
き
る

よ
う
に
支
援
。

★
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
日
常
会
話
で
必
要
な
手
話
表
現

技
術
を
習
得
し
、
聴
覚
障
が
い
者

等
が
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
支
援
。

令和３年度

業
事
援
支
護
介
宅
居
★

業
事
護
介
問
訪
★

業
事
護
介
浴
入
問
訪
★ 介

護
保
険
事
業・障
害
者
自
立
支
援
事
業

介
護
保
険
事
業・障
害
者
自
立
支
援
事
業

　
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
に
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
、
訪
問
介
護
、

訪
問
入
浴
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

★
自
立
支
援
居
宅
介
護
事
業

　
障
が
い
の
あ
る
方
に
、
ヘ
ル
パ

ー
に
よ
る
身
体
・
家
事
等
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
。
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間隔を空けて歓談中

グループに分かれての話し合い

大勢が参加した交流会

洋間で柔軟体操

　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
あ
ゆ
み
は
平

成
31
年
１
月
、
吉
岡
二
区
長
寿
会

と
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
同
好
会
の

協
力
の
下
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
あ

ゆ
み
」と
名
付
け
設
立
し
ま
し
た
。

　
あ
ゆ
み
の
活
動
費
は
社
会
福
祉

協
議
会
と
吉
岡
二
区
自
治
会
よ
り

援
助
を
受
け
て
、
月
１
回
第
３
金

曜
日
を
開
催
日
と
定
め
て
活
動
を

し
て
お
り
ま
す
。

　
吉
岡
は
地
名
に
呼
ば
れ
て
お
り

ま
す
通
り
、
地
理
的
に
恵
ま
れ
た

土
地
で
あ
り
ま
す
。

　
吉
岡
二
区
は
先
人
た
ち
が
築
い

て
く
れ
た
前
庭
の
広
い
会
館
で
、

子
ど
も
会
か
ら
長
寿
会
ま
で
楽
し

く
活
動
の
出
来
る
良
い
会
館
で
あ

り
場
所
で
あ
り
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
あ
ゆ
み
の
サ

ロ
ン
活
動
に
は
、
も
っ
て
こ
い
の

会
館
で
あ
り
場
所
で
あ
り
ま
す
。

　
あ
ゆ
み
の
活
動
は
洋
間
と
和
室

を
使
い
分
け
、
洋
間
で
は
椅
子
を

使
い
社
協
か
ら
の
連
絡
事
項
や
柔

軟
体
操
・
発
声
練
習
や
遊
戯
を
主

体
に
、
そ
の
後
、
和
室
で
は
机
を

囲
ん
で
の
お
し
ゃ
べ
り
時
間
、
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
詩
歌
の
朗
読
等

を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
４
月
１
日
新
元
号
『
令
和
』
と

発
表
が
あ
り
、出
典
は
『
万
葉
集
』

と
の
こ
と…

。
そ
こ
で『
万
葉
集
』

の
巻
５
、
梅
花
の
歌
32
首
の
序
を

岩
波
書
店
「
日
本
古
典
文
學
体

系
」
と
、
文
庫
の
『
万
葉
集
』
の

漢
文
と
読
み
下
し
文
を
読
み
あ
い

ま
し
た
。

　
天
平
２
年
大
宰
府
の
帥そ
ち

大
伴
旅

人
宅
で
の
正
月
の
催
し
で
詩
「
漢

詩
」
で
な
く
「
和
歌
」
を
大
和
こ

と
ば
の
日
本
語
で
表
現
し
た
こ
と

の
意
義
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
１
年
目
は
和
室
で
は

詩
歌
の
朗
読
等
を
取
り
入
れ
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
２
年
・
３
年
目
は
コ

ロ
ナ
禍
で
規
制
が
加
わ
り
、
集
会

を
心
配
し
ま
し
た
。
対
策
を
徹
底

し
て
、現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
２
年
目
か
ら
百
人
一
首
書
写
を

始
め
ま
し
た
。
今
は
和
室
を
使
わ

ず
自
宅
に
持
ち
帰
っ
て
書
写
し
て

も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

　
小
倉
百
人
一
首
が
笠
間
市
と
深

く
関
わ
り
、
笠
間
時
朝
に
思
い
を

は
せ
心
し
て
書
写
を
続
け
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
解
放
を
願
っ

て
！

　
初
め
に
２
つ
の
企
業
か
ら
無

料
で
「
健
康
講
座
」
や
「
シ
ニ

ア
教
室
」
な
ど
を
行
っ
て
い
る

と
い
う
話
し
を
聞
き
、
早
速
取

り
入
れ
た
い
サ
ロ
ン
も…

。

　
次
に
、
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
意
見
交
換
が
あ
り
、

そ
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
た

の
は
、「
活
動
の
場
所
が
建
物
の

３
階
で
行
っ
て
い
る
の
で
、
上

が
る
の
が
大
変
。
何
と
か
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
つ
け
て
ほ
し
い
」

「
高
齢
に
な
り
公
民
館
へ
行
く
の

が
大
変
に
な
り
友
だ
ち
の
車
で

送
迎
し
て
も
ら
っ
て
良
い
も
の

か
悩
み
ま
す
」
な
ど
の
話
し
が

あ
り
、車
の
送
迎
は
ど
の
グ
ル
ー

プ
で
も
今
の
課
題
の
よ
う
で
す
。

ま
た
「
３
年
ぶ
り
の
交
流
会
が

行
わ
れ
、
他
の
サ
ロ
ン
で
の
活

動
が
分
か
り
参
考
に
し
た
い
」

と
い
う
意
見
が
多
く
あ
り
、
次

回
の
交
流
会
も
楽
し
み
に
し
て

い
る
と
笑
顔
で
散
会
と
な
り
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　（
関
）

　
地
域
住
民
が
身
近

で
気
軽
に
集
ま
る
こ

と
が
で
き
る
場
所
を

つ
く
り
、
参
加
者
同

士
の
交
流
や
健
康
づ

く
り
、
閉
じ
こ
も
り

防
止
な
ど
を
目
的
に

楽
し
く
仲
間
づ
く
り

を
行
う
活
動
が
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
で
す
。

　
今
回
は
、
市
内
サ

ロ
ン
21
カ
所
と
新
規

立
ち
上
げ
検
討
団
体

２
地
区
の
代
表
35
人

が
出
席
。
市
内
サ
ロ

ン
が
一
堂
に
集
ま
る

交
流
会
は
３
年
ぶ
り

で
、
各
地
区
の
サ
ロ
ン
の
活
性

化
や
仲
間
づ
く
り
に
つ
な
が
る

よ
う
支
援
し
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

が
さ
ら
に
盛
り
上
が
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩間
地区

　
代
表
　神じ

ん 

　ま衛も
る

代
表
　神じ

ん 

　ま衛も
る

地域福祉センターともべ地域福祉センターともべ
３年ぶりのサロン交流会３年ぶりのサロン交流会

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン 

あ
ゆ
み

　
　
　
４
年
目
を
迎
え
て

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン 

あ
ゆ
み

　
　
　
４
年
目
を
迎
え
て

ふれあいサロン
の様子は
こちらから

7/12 

『社協』を知っていますか？
新　入　職　員　紹　介新　入　職　員　紹　介

 

その❼

生活の不安を一緒に減らしましょう！みんながいきいきした地域に！

みなさんの憩いの場となる社協を目指します！

　私は『赤い羽根共同募金』を担当
しています。笠間市の子ども・高齢
者、障がいのある方等を支援するた
め、配食サービスやひきこもりサロ
ン、人々をつなぐ福祉活動や災害時
の備蓄に募金が使われています。
　今後も笠間市民のみなさんの生活をより豊かにするた
めの仕組みを作っていきたいと思います！

　
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
　
私
た
ち
は
、

４
月
か
ら
社
協
職
員
と
し
て
本
所
で
奮
闘
し
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
新
人
な
ら
で
は
の

新
し
い
ア
イ
デ
ア
で
笠
間
市
を
よ
り
よ
い
町
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
、
皆
さ
ん
に
社
協
の
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
情
報
発
信
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
S
N
S
も
積
極
的
に
更
新
し
て
い
る

の
で
、裏
表
紙
に
あ
る
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　私は『日常生活自立
支援事業』の担当とし
て、利用者の皆様のお
金の使い方を一緒に考
えたり、サービスを利
用する手続きのお手伝
いをしています。
　私たちは職員である前に利用者の皆様との
人と人との信頼関係が大切と考えています。
今後も利用者の皆様に信頼される職員を目指
します！

　私は『いきいき通所』という高齢者の介護予
防と生きがいづくりを目的とした事業を担当し
ています。地域の高齢者の方をサービス利用へ
つなぎ、楽しく過ごしていただけるような内容
を考えています。
　今後も「これから
も通いたい」と思え
るサービスが提供でき
るよう頑張ります！

（播
は

田実
た み

ちひろ）

（吹野
ふ き の

愛奈）
あ い な

（金川
かながわ

茉那
ま な

美）
み
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百
人
一
首
が
笠
間
市
と
深

く
関
わ
り
、
笠
間
時
朝
に
思
い
を

は
せ
心
し
て
書
写
を
続
け
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
解
放
を
願
っ

て
！

　
初
め
に
２
つ
の
企
業
か
ら
無

料
で
「
健
康
講
座
」
や
「
シ
ニ

ア
教
室
」
な
ど
を
行
っ
て
い
る

と
い
う
話
し
を
聞
き
、
早
速
取

り
入
れ
た
い
サ
ロ
ン
も…

。

　
次
に
、
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
意
見
交
換
が
あ
り
、

そ
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
た

の
は
、「
活
動
の
場
所
が
建
物
の

３
階
で
行
っ
て
い
る
の
で
、
上

が
る
の
が
大
変
。
何
と
か
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
つ
け
て
ほ
し
い
」

「
高
齢
に
な
り
公
民
館
へ
行
く
の

が
大
変
に
な
り
友
だ
ち
の
車
で

送
迎
し
て
も
ら
っ
て
良
い
も
の

か
悩
み
ま
す
」
な
ど
の
話
し
が

あ
り
、車
の
送
迎
は
ど
の
グ
ル
ー

プ
で
も
今
の
課
題
の
よ
う
で
す
。

ま
た
「
３
年
ぶ
り
の
交
流
会
が

行
わ
れ
、
他
の
サ
ロ
ン
で
の
活

動
が
分
か
り
参
考
に
し
た
い
」

と
い
う
意
見
が
多
く
あ
り
、
次

回
の
交
流
会
も
楽
し
み
に
し
て

い
る
と
笑
顔
で
散
会
と
な
り
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　（
関
）

　
地
域
住
民
が
身
近

で
気
軽
に
集
ま
る
こ

と
が
で
き
る
場
所
を

つ
く
り
、
参
加
者
同

士
の
交
流
や
健
康
づ

く
り
、
閉
じ
こ
も
り

防
止
な
ど
を
目
的
に

楽
し
く
仲
間
づ
く
り

を
行
う
活
動
が
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
で
す
。

　
今
回
は
、
市
内
サ

ロ
ン
21
カ
所
と
新
規

立
ち
上
げ
検
討
団
体

２
地
区
の
代
表
35
人

が
出
席
。
市
内
サ
ロ

ン
が
一
堂
に
集
ま
る

交
流
会
は
３
年
ぶ
り

で
、
各
地
区
の
サ
ロ
ン
の
活
性

化
や
仲
間
づ
く
り
に
つ
な
が
る

よ
う
支
援
し
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

が
さ
ら
に
盛
り
上
が
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩間
地区

　
代
表
　神じ

ん 

　ま衛も
る

代
表
　神じ

ん 

　ま衛も
る

地域福祉センターともべ地域福祉センターともべ
３年ぶりのサロン交流会３年ぶりのサロン交流会

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン 

あ
ゆ
み

　
　
　
４
年
目
を
迎
え
て

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン 

あ
ゆ
み

　
　
　
４
年
目
を
迎
え
て

ふれあいサロン
の様子は
こちらから

7/12 

『社協』を知っていますか？
新　入　職　員　紹　介新　入　職　員　紹　介

 

その❼

生活の不安を一緒に減らしましょう！みんながいきいきした地域に！

みなさんの憩いの場となる社協を目指します！

　私は『赤い羽根共同募金』を担当
しています。笠間市の子ども・高齢
者、障がいのある方等を支援するた
め、配食サービスやひきこもりサロ
ン、人々をつなぐ福祉活動や災害時
の備蓄に募金が使われています。
　今後も笠間市民のみなさんの生活をより豊かにするた
めの仕組みを作っていきたいと思います！

　
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
　
私
た
ち
は
、

４
月
か
ら
社
協
職
員
と
し
て
本
所
で
奮
闘
し
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
新
人
な
ら
で
は
の

新
し
い
ア
イ
デ
ア
で
笠
間
市
を
よ
り
よ
い
町
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
、
皆
さ
ん
に
社
協
の
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
情
報
発
信
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
S
N
S
も
積
極
的
に
更
新
し
て
い
る

の
で
、裏
表
紙
に
あ
る
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　私は『日常生活自立
支援事業』の担当とし
て、利用者の皆様のお
金の使い方を一緒に考
えたり、サービスを利
用する手続きのお手伝
いをしています。
　私たちは職員である前に利用者の皆様との
人と人との信頼関係が大切と考えています。
今後も利用者の皆様に信頼される職員を目指
します！

　私は『いきいき通所』という高齢者の介護予
防と生きがいづくりを目的とした事業を担当し
ています。地域の高齢者の方をサービス利用へ
つなぎ、楽しく過ごしていただけるような内容
を考えています。
　今後も「これから
も通いたい」と思え
るサービスが提供でき
るよう頑張ります！

（播
は

田実
た み

ちひろ）

（吹野
ふ き の

愛奈）
あ い な

（金川
かながわ

茉那
ま な

美）
み
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夏休みキッズ教室夏休みキッズ教室

　市
内
の
小
・
中
学
校
で
、
福
祉
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

　市
内
の
小
・
中
学
校
で
、
福
祉
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

『仕事とお金のお話』『仕事とお金のお話』『読み聞かせ教室』『読み聞かせ教室』

　「第
一
火
曜
日
の
会
」
で
は
、

長
座
布
団
づ
く
り
を
行
い
ま
し

た
。
満
足
に
で
き
あ
が
っ
た
作
品

に
、
笑
顔
も
晴
れ
や
か
で
し
た
。

　40
年
間
続
い
た
「
あ
か
ざ
会
」

の
昼
食
会
も
、
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
再
出
発
で
す
。

　福
祉
体
験
に
参
加
し
た
み
な
み

学
園
義
務
教
育
学
校
の
皆
さ
ん
、

障
が
い
を
持
つ
人
の
大
変
さ
が
少

し
で
も
理
解
で
き
た
よ
う
で
す
。

　手
作
り
紙
芝
居
や
読
み
聞
か
せ

活
動
を
続
け
て
い
る
会「
い
ず
み
」

が
、
友
部
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　恒
例
の
「
夏
休
み
わ
く
わ
く
体
験

教
室
」が
コ
ロ
ナ
の
た
め
中
止
。楽
し

み
を
奪
わ
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
寂

し
そ
う
な
顔
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

づちまいよみ住 し指目をりく て

満足 ! 満足 !満足 ! 満足 !

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

上手に誘導して

段差を乗り越え

参加者　　　 ６人
ボランティア ５人
参加者　　　 ６人
ボランティア ５人

5/11 
参加者　　　 ７人
ボランティア ５人
参加者　　　 ７人
ボランティア ５人

4/20 

」
会
の
日
曜
火
一
第
「

①材料をそろえ説明を受ける

新メンバーも加わり12人で

表彰されたみなさん

⬅

②みんなで協力して綿入れ

⬅

③ふさ止めをしてでき上がり

40
年
間
の
会
食
会
に
幕
引
き

こ
れ
か
ら
は
配
食
に
て

40
年
間
の
会
食
会
に
幕
引
き

こ
れ
か
ら
は
配
食
に
て

友
・
愛
わ
だ
ち
の
会

　

代
表

　桒く
わ

原ば
ら

　四
郎

誰
か
に
癒
さ
れ
誰
か
を
癒
し
て

誰
か
に
癒
さ
れ
誰
か
を
癒
し
て
　い
ず
み
代
表

　
　

根
本

　美
弥
子

コロナ感染拡大で中止にしましたコロナ感染拡大で中止にしました

令和４年度令和４年度

クッキング　4教室物づくり　9教室福祉体験など 12教室

夏休みわくわく体験教室夏休みわくわく体験教室

　

福
祉
体
験

7/14
綿
で
長
座
布
団
を

　
　つ
く
っ
て
み
よ
う

綿
で
長
座
布
団
を

　
　つ
く
っ
て
み
よ
う

　
　地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
も
べ

地域福祉センターともべ
講師　
茨城NPOセンターコモンズ

根本　久子氏

竹細工の水鉄砲作り
で事前に準備するボ
ランティア

地域福祉センターともべ

講師 フリーアナウンサー

髙信　佳子氏

こ
ん
な
活
動
が

　お
役
に
立
っ
て
い
ま
す

　
　次
回
の
予
告

・
令
和
４
年
９
月
６
日
（
火
）

・
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
も
べ

・
研
修
会
「
防
災
に
つ
い
て
」

　
　

延期になりました延期になりました

　
　
　  

わ
た

　「
家
に
綿
が
あ
る
」「
子
供
の
頃

手
伝
っ
た
け
ど
自
分
で
つ
く
っ
て

み
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
長
座
布
団
つ
く
り
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
申
し
込
み

が
あ
り
、
２
回
に
分
け
て
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
講
師
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

ル
「
手
づ
く
り
会
」
の
皆
さ
ん
で

す
。

　
　
　  

　「
車
い
す
体
験
」
を
市
内
の
老

人
保
健
施
設
す
み
れ
の
職
員
２
人

が
、「
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
」
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
月
裕
美
さ
ん
が

講
師
で
、
６
年
生
12
人
に
指
導
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
人
が
ひ
と
組
に
な
り
、
車
イ

ス
で
は
段
差
の
昇
り
降
り
に
苦
戦

し
ま
し
た
が
、
し
っ
か
り
時
間
を

か
け
て
体
験
し
ま
し
た
。

　
ア
イ
マ
ス
ク
で
は
、
階
段
は
も

ち
ろ
ん
手
洗
い
場
で
の
水
道
の
出

し
方
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、
牛
乳
、
本

な
ど
生
活
用
品
の
扱
い
方
を
通
し

て
、
目
の
不
自
由
な
方
の
日
常
生

活
を
体
験
し
ま
し
た
。

み
な
み
学
園
義
務
教
育
学
校

み
な
み
学
園
義
務
教
育
学
校

このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

　
昭
和
57
年
か
ら
「
心
を
つ
な
ぐ

夕
食
会
」
と
し
て
〝
い
こ
い
の
家

は
な
さ
か
〞
に
て
ス
タ
ー
ト
。
会

場
を
友
部
公
民
館
等
に
移
し
て
、

昼
食
会
に
変
更
。
福
祉
会
館
完
成

後
は
料
理
を
「
あ
か
ざ
会
」
が
、

高
齢
者
送
迎
と
会
食
会
の
企
画
進

行
を
「
友
・
愛
わ
だ
ち
の
会
」
が

担
当
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
コ
ロ
ナ
禍
３
密
回
避

で
会
食
会
が
難
し
く
な
り
、
こ
の

２
年
余
り
は
配
食
で
対
応
し
て
き

ま
し
た
。
最
近
は
、
会
食
よ
り
配

食
の
利
用
者
が
圧
倒
的
に
多
く
、

残
念
な
が
ら
40
年
間
の
会
食
会
を

幕
引
き
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
５
月
か
ら
配
食
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
会
食
会
の
運
営
に
協
力
い
た

だ
い
た
市
の
出
前
講
座
・
社
協
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、「
あ
か
ざ
会
」

の
温
か
い
手
作
り
弁
当
を
、
速
や

か
に
お
届
け
す
る
活
動
を
続
け

て
、
次
の
50
年
を
目
標
に
し
て
い

き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
三み 

ろ六く

の
会
」
で
は
毎
月
、
市
内
の
聴

覚
障
が
い
者
の
方
を
対
象
に
「
広

報
か
さ
ま
」
の
点
訳
を
行
い
、
郵

送
で
お
送
り
す
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
家
族
や
お
友
達
、
身

近
な
方
々
で
、
送
付
を
ご
希
望
の

方
が
い
ま
し
た
ら
、
是
非
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
９
６（
７
８
）２
６
２
６

　
こ
の
度
、
友
部
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
よ
り
褒
賞
状
を
頂
き
、
ひ
と

し
お
感
慨
無
量
で
す
。

　
長
年
、幼
児
施
設
や
福
祉
施
設
・

地
域
の
方
々
へ
、
手
作
り
紙
芝
居

や
読
み
聞
か
せ
を
行
う
福
祉
活
動

を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
地
道

な
活
動
に
一
隅
の
光
を
当
て
て
い

た
だ
い
た
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
と
触
れ
合
う
中
で
、
柔
ら

か
い
心
と
表
情
に
た
く
さ
ん
の
優

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。「
楽
し
か
っ

た
。
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
ね
」
の

言
葉
の
ビ
タ
ミ
ン
剤
は
と
て
も
励

み
と
な
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
し
て
『
私
達
は
独
り
で

生
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、
誰
か

に
癒
さ
れ
、
誰
か
を
癒
し
て
い
る

の
だ
』
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
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。
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し
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満
足
に
で
き
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た
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に
、
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も
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や
か
で
し
た
。
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間
続
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た
「
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」

の
昼
食
会
も
、
配
食
ボ
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テ
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と
し
て
再
出
発
で
す
。
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祉
体
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に
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し
た
み
な
み
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園
義
務
教
育
学
校
の
皆
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ん
、

障
が
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を
持
つ
人
の
大
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が
少

し
で
も
理
解
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う
で
す
。
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作
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紙
芝
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や
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活
動
を
続
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る
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み
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が
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よ

り
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彰
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ま
し
た
。

　恒
例
の
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く
わ
く
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教
室
」が
コ
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ナ
の
た
め
中
止
。楽
し

み
を
奪
わ
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た
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ど
も
た
ち
の
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し
そ
う
な
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が
目
に
浮
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す
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会
の
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曜
火
一
第
「
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⬅
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し
て

誰
か
に
癒
さ
れ
誰
か
を
癒
し
て
　い
ず
み
代
表

　
　

根
本

　美
弥
子

コロナ感染拡大で中止にしましたコロナ感染拡大で中止にしました

令和４年度令和４年度

クッキング　4教室物づくり　9教室福祉体験など 12教室

夏休みわくわく体験教室夏休みわくわく体験教室

　

福
祉
体
験

7/14
綿
で
長
座
布
団
を

　
　つ
く
っ
て
み
よ
う

綿
で
長
座
布
団
を

　
　つ
く
っ
て
み
よ
う

　
　地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
も
べ

地域福祉センターともべ
講師　
茨城NPOセンターコモンズ

根本　久子氏

竹細工の水鉄砲作り
で事前に準備するボ
ランティア

地域福祉センターともべ

講師 フリーアナウンサー

髙信　佳子氏

こ
ん
な
活
動
が

　お
役
に
立
っ
て
い
ま
す

　
　次
回
の
予
告

・
令
和
４
年
９
月
６
日
（
火
）

・
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
も
べ

・
研
修
会
「
防
災
に
つ
い
て
」

　
　

延期になりました延期になりました

　
　
　  

わ
た

　「
家
に
綿
が
あ
る
」「
子
供
の
頃

手
伝
っ
た
け
ど
自
分
で
つ
く
っ
て

み
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
長
座
布
団
つ
く
り
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
申
し
込
み

が
あ
り
、
２
回
に
分
け
て
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
講
師
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

ル
「
手
づ
く
り
会
」
の
皆
さ
ん
で

す
。

　
　
　  

　「
車
い
す
体
験
」
を
市
内
の
老

人
保
健
施
設
す
み
れ
の
職
員
２
人

が
、「
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
」
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
月
裕
美
さ
ん
が

講
師
で
、
６
年
生
12
人
に
指
導
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
人
が
ひ
と
組
に
な
り
、
車
イ

ス
で
は
段
差
の
昇
り
降
り
に
苦
戦

し
ま
し
た
が
、
し
っ
か
り
時
間
を

か
け
て
体
験
し
ま
し
た
。

　
ア
イ
マ
ス
ク
で
は
、
階
段
は
も

ち
ろ
ん
手
洗
い
場
で
の
水
道
の
出

し
方
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、
牛
乳
、
本

な
ど
生
活
用
品
の
扱
い
方
を
通
し

て
、
目
の
不
自
由
な
方
の
日
常
生

活
を
体
験
し
ま
し
た
。

み
な
み
学
園
義
務
教
育
学
校

み
な
み
学
園
義
務
教
育
学
校

このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

　
昭
和
57
年
か
ら
「
心
を
つ
な
ぐ

夕
食
会
」
と
し
て
〝
い
こ
い
の
家

は
な
さ
か
〞
に
て
ス
タ
ー
ト
。
会

場
を
友
部
公
民
館
等
に
移
し
て
、

昼
食
会
に
変
更
。
福
祉
会
館
完
成

後
は
料
理
を
「
あ
か
ざ
会
」
が
、

高
齢
者
送
迎
と
会
食
会
の
企
画
進

行
を
「
友
・
愛
わ
だ
ち
の
会
」
が

担
当
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
コ
ロ
ナ
禍
３
密
回
避

で
会
食
会
が
難
し
く
な
り
、
こ
の

２
年
余
り
は
配
食
で
対
応
し
て
き

ま
し
た
。
最
近
は
、
会
食
よ
り
配

食
の
利
用
者
が
圧
倒
的
に
多
く
、

残
念
な
が
ら
40
年
間
の
会
食
会
を

幕
引
き
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
５
月
か
ら
配
食
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
会
食
会
の
運
営
に
協
力
い
た

だ
い
た
市
の
出
前
講
座
・
社
協
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、「
あ
か
ざ
会
」

の
温
か
い
手
作
り
弁
当
を
、
速
や

か
に
お
届
け
す
る
活
動
を
続
け

て
、
次
の
50
年
を
目
標
に
し
て
い

き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
三み 

ろ六く

の
会
」
で
は
毎
月
、
市
内
の
聴

覚
障
が
い
者
の
方
を
対
象
に
「
広

報
か
さ
ま
」
の
点
訳
を
行
い
、
郵

送
で
お
送
り
す
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
家
族
や
お
友
達
、
身

近
な
方
々
で
、
送
付
を
ご
希
望
の

方
が
い
ま
し
た
ら
、
是
非
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
９
６（
７
８
）２
６
２
６

　
こ
の
度
、
友
部
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
よ
り
褒
賞
状
を
頂
き
、
ひ
と

し
お
感
慨
無
量
で
す
。

　
長
年
、幼
児
施
設
や
福
祉
施
設
・

地
域
の
方
々
へ
、
手
作
り
紙
芝
居

や
読
み
聞
か
せ
を
行
う
福
祉
活
動

を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
地
道

な
活
動
に
一
隅
の
光
を
当
て
て
い

た
だ
い
た
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
と
触
れ
合
う
中
で
、
柔
ら

か
い
心
と
表
情
に
た
く
さ
ん
の
優

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。「
楽
し
か
っ

た
。
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
ね
」
の

言
葉
の
ビ
タ
ミ
ン
剤
は
と
て
も
励

み
と
な
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
し
て
『
私
達
は
独
り
で

生
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、
誰
か

に
癒
さ
れ
、
誰
か
を
癒
し
て
い
る

の
だ
』
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

7

7/25 ボッチャ体験（ともべ） 7/24 竹細工の水鉄砲（ともべ）7/28 手打ちそば（いわま）
7/26 点字（ともべ） 7/27 はり絵（ともべ） 7/31 手打ちそば（ともべ）
7/27 手話（いわま） 7/28 貝殻水族館（ともべ） 8/ 4 ジャムづくり（ともべ）
7/27 みんなで楽しく体操と物づくり（いわま） 7/28 ゴキちゃんコロリ（かさま）8/12 ピザづくり（いわま）
7/28 点字（いわま） 8/ 1 工作 B（かさま）
7/29 手話（かさま） 8/13 パステル和みアート（かさま）
7/29 ボッチャ体験（いわま） 8/ 4 工作 A（かさま）
7/29 リハビリ体験（ともべ） 8/15 手づくりフクロウづくり（ともべ）
7/31 防災訓練（ともべ） 8/10 ミニかごづくり（いわま）
8/12 手話（ともべ）
8/ 2 スクエアステップ（いわま）
8/12 ボッチャ体験（かさま）

来年お待ち
しております



このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

➡

⬇
⬅⬆

　『社協だより』を年３回発行します。毎回、５回程
度の会議を開催し、打ち合わせ、取材、原稿作り、印
刷所への入稿・校正を行い発行にこぎ着けます。

広報委員会、こんなふうにやっています広報委員会、こんなふうにやっています

　

　
コ
ロ
ナ
禍
で
新

し
い
生
活
様
式
を

余
儀
な
く
さ
れ
、

当
初
は
困
惑
し
、

現
在
は
多
く
の
大

人
が
慣
れ
て
し

ま
っ
た
節
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
で
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
（
東
京
）
調
査
で
は
、
小

学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
の
子

ど
も
１
〜
２
割
に
う
つ
症
状
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
家
庭
内

で
抱
え
込
む
傾
向
も
浮
き
彫
り

と
な
り
、
正
し
く
S
O
S
を
出

せ
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
は
「
マ
ス
ク
・
手
洗

い
・
適
切
な
距
離
・
ワ
ク
チ
ン

接
種
」
な
ど
、
予
防
や
重
症
化

を
防
ぐ
こ
と
が
可
能
な
疾
病
で

す
。
で
す
が
、
罹
患
に
関
わ
ら

ず
そ
の
影
響
が
社
会
に
闇
や
病

を
患
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
私
た
ち
大

人
の
心
が
け
で
防
ぎ
治
療
出
来

ま
す
。
私
た
ち
の
幼
少
時
代
よ

り
、
過
酷
な
状
況
下
で
日
々
生

き
る
子
ど
も
た
ち
の
変
化
に
、

敏
感
に
気
づ
い
て
声
を
か
け
る

こ
と
が
特
効
薬
だ
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
（
入
江
）

２
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
４
月
か
ら
の
新
た
な
広
報
委
員
10

人
（
下
記
）
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
事
務
局
か
ら
は
、
富
田
英
夫
さ
ん

（
本
所
）、柿
長
志
生
里
さ
ん（
本
所
）、

釣
勝
彦
さ
ん
（
笠
間
支
所
）、
園
部

貴
代
美
さ
ん
（
岩
間
支
所
）
が
加
わ

り
、
計
14
人
で
会
議
を
行
い
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
様
々
な
取
り

組
み
や
、
地
区
社
協
の
活
動
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
活
動
な
ど
を

お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。
　（
藤
森
）

ちょっとちょっと

いい話いい話

〈敬称略〉

支部・地区社協運営委員が決まりました

笠間市社会福祉協議会広報委員
任期：令和4年４月１日～令和6年３月31日

◎は委員長　○は副委員長

氏 名 地 区 氏 名 地 区
入 江 勇 太 笠 間 ◎ 藤 森 博 夫 友 部

○ 飯野千賀子 笠 間 髙 野 康 司 友 部
○

新任

関 　 令 子 友 部 塙 　 敦 子 友 部
白 土 昌 夫 友 部 石郷岡　誠 岩 間
寺 門 常 康 友 部 畠 山 好 文 岩 間

打ち合わせ

取材

完成

入稿・校正
原稿づくり

（善意銀行預託）善意の寄附を「ありがとう!!」

加藤チヒロ  100,000 
佐藤幸寿 5,000 
バザー夢工房  80,000 
ボランティアサークル
　ナマステの会  20,000 
(有)飯田自動車  19,507 
(有)笠間給食センター
　従業員一同  2,652 
KJD会代表池田昌美  10,183 
阿亀親睦ゴルフコンペ  41,700 
柿橋団地きらくの会  3,000 
旧高齢者クラブ原宿会  2,743 
ひまわり子ども会  12,372 
友粋会  14,736 
匿名(4件)  211,307 

ファミリーマート友部東平店
不二製油(株)関東工場
松島製菓
県立友部高等学校ＪＲＣ部
岩間中学校
友部第二中学校
友部中学校
岩間第一小学校
稲田小児童クラブ
岩間第一小児童クラブ
大原小児童クラブ(ポプラクラブの

会)
宍戸小児童クラブ
友部小児童クラブ
なかよし学童保育の会みなみ学園児

童クラブ
岩間保育園
大沢保育園
おしのべ保育園
ともべ保育所
ひまわり保育園
みか保育園
すみれこども園
大成学園かさまこども園
めぐみこども園
ともべ幼稚園
岩間公民館
大沢中３区
柿橋団地きらくの会
更生保護女性会笠間支部
更生保護女性会友部支部
更生保護女性会岩間支部

滝本紀一
秋山洋子
石井勇
潮田昭子
岡山松夫
菊池なか
郡司かつ江
関紫芳
竹内藤男
鶴田光男
羽持正夫
持丸一幸
額田義文
笠間ふれあい電話ボランティア
(有)飯田自動車
イチカワユニオン岩間支部
(有)伊藤石材工業
岡本興業(株)
(有)笠間給食センター従業員一同
(株)笠間ソフトメン橋本屋
(株)ダイナム
カントリークラブザレイクス
キヤノンモールド(株)
(株)スリーＣ
セキスイハイム工業(株)関東事業所
仙波建設(株)
泰栄電器(株)
タカラ(株)笠間工場

手をつなぐ育成会
旧高齢者クラブ原宿会
サロンいけのべ
秀芳会笠間支部
土師地区社会福祉協議会
日吉町区
オリーブ友部館
県立中央病院(施設課・消毒室・リ

ネン室)
(福)木犀会くらしサポートセンター
(福)木犀会ケアハウス悠
(福)木犀会花の郷
(福)木犀会ひまわり館
匿名(2件)

令和４年３月１日～令和４年６月30日まで（順不同・敬称略）

エコキャップ・使用済み切手・
食品・日用品など

物　　　　　品

金　　　　　銭

4社から寄贈いただきました。ありがとうございました。

ボランティアサークル「バザー夢工房」様
より寄付金をいただきました。

（有）飯田自動車様より寄付金を
いただきました。

阿亀親睦ゴルフコンペ様より
寄付金をいただきました。

（株）ダイナム様より食品を
いただきました。

【笠間地区】
支部・地区名 役　　職 氏　　名

上 加 賀 田 支 部                    
「 ま な だ け 会 」 会 長 富　 田　 哲　 夫

大 橋 支 部 運 営 委 員 長 森　　　 和　 以
来 栖 支 部                          

「 四 つ 輪 の 会 」 会 長 足　 立　 雅　 幸

寺 崎 支 部                           
「 し ん こ う 会 」 会 長 川　 俣　 昌　 広

箱 田 支 部                           
「 ふ れ あ い 会 」 会 長 大　 月　 弘　 之

下 市 毛 地 区 運 営 委 員 長 大　 波　 誠　 一
13 区社会福祉協議会

「 さ か え 会 」 運 営 委 員 長 古　 木　　　 滋

高 田 支 部 運 営 委 員 長 塚　 本　 正　 三
稲田支部「みかげ会」 支 部 長 宮　 崎　　　 守
池 野 辺 支 部 支 部 長 川　 松　 喜　 一
福 原 支 部 支 部 長 深　 谷　 敏　 知

安心ネットワーク               
「柏」 運 営 委 員 長 津　 下　 孝　 夫

【友部地区】
支部名 役　　職 氏　　名

宍 　 　 戸 支 部 長 雨　 谷　 高　 市
東 支 部 長 鈴　 木　 義　 雄

中 　 　 央 支 部 長 荒　 張　 晴　 夫
大 　 　 旭 支 部 長 平　 林　 英　 男
北 川 根 支 部 長 鈴　 木　　　 裕
大 　 　 原 支 部 長 高　 柿　 義　 孝

【岩間地区】
地区名 役　　職 氏　　名

上 押 辺 運 営 委 員 長 中　 野　 弘　 一
吉 岡 ２ 運 営 委 員 長 高　 澤　 正　 友
下 安 居 運 営 委 員 長 笹　 嶋　 文　 夫
土 　 師 運 営 委 員 長 塩　 畑　 修　 一
南 　 部 運 営 委 員 長 矢　 口　　　 貢
安 居 東 部 運 営 委 員 長 岡　 野　 芳　 彦
新 渡 戸 運 営 委 員 長 長谷川　三千男
参 り 坂 運 営 委 員 長 藤　 田　 繁　 好
岩 間 西 部 運 営 委 員 長 生　 駒　 敏　 文

8



このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

➡

⬇
⬅⬆

　『社協だより』を年３回発行します。毎回、５回程
度の会議を開催し、打ち合わせ、取材、原稿作り、印
刷所への入稿・校正を行い発行にこぎ着けます。

広報委員会、こんなふうにやっています広報委員会、こんなふうにやっています

　

　
コ
ロ
ナ
禍
で
新

し
い
生
活
様
式
を

余
儀
な
く
さ
れ
、

当
初
は
困
惑
し
、

現
在
は
多
く
の
大

人
が
慣
れ
て
し

ま
っ
た
節
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
で
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
（
東
京
）
調
査
で
は
、
小

学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
の
子

ど
も
１
〜
２
割
に
う
つ
症
状
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
家
庭
内

で
抱
え
込
む
傾
向
も
浮
き
彫
り

と
な
り
、
正
し
く
S
O
S
を
出

せ
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
は
「
マ
ス
ク
・
手
洗

い
・
適
切
な
距
離
・
ワ
ク
チ
ン

接
種
」
な
ど
、
予
防
や
重
症
化

を
防
ぐ
こ
と
が
可
能
な
疾
病
で

す
。
で
す
が
、
罹
患
に
関
わ
ら

ず
そ
の
影
響
が
社
会
に
闇
や
病

を
患
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
私
た
ち
大

人
の
心
が
け
で
防
ぎ
治
療
出
来

ま
す
。
私
た
ち
の
幼
少
時
代
よ

り
、
過
酷
な
状
況
下
で
日
々
生

き
る
子
ど
も
た
ち
の
変
化
に
、

敏
感
に
気
づ
い
て
声
を
か
け
る

こ
と
が
特
効
薬
だ
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
（
入
江
）

２
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
４
月
か
ら
の
新
た
な
広
報
委
員
10

人
（
下
記
）
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
事
務
局
か
ら
は
、
富
田
英
夫
さ
ん

（
本
所
）、柿
長
志
生
里
さ
ん（
本
所
）、

釣
勝
彦
さ
ん
（
笠
間
支
所
）、
園
部

貴
代
美
さ
ん
（
岩
間
支
所
）
が
加
わ

り
、
計
14
人
で
会
議
を
行
い
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
様
々
な
取
り

組
み
や
、
地
区
社
協
の
活
動
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
活
動
な
ど
を

お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。
　（
藤
森
）

ちょっとちょっと

いい話いい話

〈敬称略〉

支部・地区社協運営委員が決まりました

笠間市社会福祉協議会広報委員
任期：令和4年４月１日～令和6年３月31日

◎は委員長　○は副委員長

氏 名 地 区 氏 名 地 区
入 江 勇 太 笠 間 ◎ 藤 森 博 夫 友 部

○ 飯野千賀子 笠 間 髙 野 康 司 友 部
○

新任

関 　 令 子 友 部 塙 　 敦 子 友 部
白 土 昌 夫 友 部 石郷岡　誠 岩 間
寺 門 常 康 友 部 畠 山 好 文 岩 間

打ち合わせ

取材

完成

入稿・校正
原稿づくり

（善意銀行預託）善意の寄附を「ありがとう!!」

加藤チヒロ  100,000 
佐藤幸寿 5,000 
バザー夢工房  80,000 
ボランティアサークル
　ナマステの会  20,000 
(有)飯田自動車  19,507 
(有)笠間給食センター
　従業員一同  2,652 
KJD会代表池田昌美  10,183 
阿亀親睦ゴルフコンペ  41,700 
柿橋団地きらくの会  3,000 
旧高齢者クラブ原宿会  2,743 
ひまわり子ども会  12,372 
友粋会  14,736 
匿名(4件)  211,307 

ファミリーマート友部東平店
不二製油(株)関東工場
松島製菓
県立友部高等学校ＪＲＣ部
岩間中学校
友部第二中学校
友部中学校
岩間第一小学校
稲田小児童クラブ
岩間第一小児童クラブ
大原小児童クラブ(ポプラクラブの

会)
宍戸小児童クラブ
友部小児童クラブ
なかよし学童保育の会みなみ学園児

童クラブ
岩間保育園
大沢保育園
おしのべ保育園
ともべ保育所
ひまわり保育園
みか保育園
すみれこども園
大成学園かさまこども園
めぐみこども園
ともべ幼稚園
岩間公民館
大沢中３区
柿橋団地きらくの会
更生保護女性会笠間支部
更生保護女性会友部支部
更生保護女性会岩間支部

滝本紀一
秋山洋子
石井勇
潮田昭子
岡山松夫
菊池なか
郡司かつ江
関紫芳
竹内藤男
鶴田光男
羽持正夫
持丸一幸
額田義文
笠間ふれあい電話ボランティア
(有)飯田自動車
イチカワユニオン岩間支部
(有)伊藤石材工業
岡本興業(株)
(有)笠間給食センター従業員一同
(株)笠間ソフトメン橋本屋
(株)ダイナム
カントリークラブザレイクス
キヤノンモールド(株)
(株)スリーＣ
セキスイハイム工業(株)関東事業所
仙波建設(株)
泰栄電器(株)
タカラ(株)笠間工場

手をつなぐ育成会
旧高齢者クラブ原宿会
サロンいけのべ
秀芳会笠間支部
土師地区社会福祉協議会
日吉町区
オリーブ友部館
県立中央病院(施設課・消毒室・リ

ネン室)
(福)木犀会くらしサポートセンター
(福)木犀会ケアハウス悠
(福)木犀会花の郷
(福)木犀会ひまわり館
匿名(2件)

令和４年３月１日～令和４年６月30日まで（順不同・敬称略）

エコキャップ・使用済み切手・
食品・日用品など

物　　　　　品

金　　　　　銭

4社から寄贈いただきました。ありがとうございました。

ボランティアサークル「バザー夢工房」様
より寄付金をいただきました。

（有）飯田自動車様より寄付金を
いただきました。

阿亀親睦ゴルフコンペ様より
寄付金をいただきました。

（株）ダイナム様より食品を
いただきました。
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天
然
痘
に
似
た
感
染
症
「
サ
ル
痘
」
が

忍
び
寄
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
。「
濃
厚
接

触
し
な
け
れ
ば
、
人
か
ら
人
へ
は
容
易
に

感
染
し
な
い
」
と
の
こ
と
。
コ
ロ
ナ
同
様
、

３
密
対
策
が
大
切
の
よ
う
だ
。

　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
っ
て
、

物
価
高
騰
な
ど
市
民
生
活
に
も
影
響
が
出

て
き
て
い
る
。
支
援
を
必
要
と
す
る
人
の

増
加
が
と
て
も
気
に
な
る
。
社
協
の
役
割

が
益
々
重
要
に
な
っ
て
き
た
感
じ
が
す
る
。

　
広
報
委
員
に
も
新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
加

わ
り
、
ま
た
違
っ
た
視
点
・
角
度
か
ら
社

協
の
情
報
を
皆
様
に
お
伝
え
で
き
れ
ば
と

思
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
髙
野
）

　社協では、様々な理由で廃棄
される食品をいただき、生活困
窮世帯へ配布しています。

お詫びと訂正
　６月16日の区長文
書で回覧された令和
３年度『笠間市社会
福祉協議会会員会費
報告書』について、
「滝川１」に誤りが
ありました。お詫び
を申し上げるととも
に訂正いたします。
滝川１（10ページ）
　

【誤】：NDK 株式会社

【正】：NOK株式会社

「フードバンク活動」にご協力を

インフォメーション

編
集
後
記

いきいき通所に来てみませんか？
　いきいき通所は高齢者の介護予防を応援する通
いの場です。おしゃべりや軽い運動、レクリエー
ションなどをやりながらたくさん笑って楽しい一
日を過ごしてみませんか？
　見学や体験もできますので、まずはお気軽にご
連絡ください。

お問い合わせ
本　　所　0296-77-0730
笠間支所　0296-73-0084
岩間支所　0299-45-7889

（受付は15：30までにお願いします）

心配ごと相談所開設日程表
日常の困りごとなど何でもご相談ください（無料・秘密保持）
時間：13：00～16：00

※その他、法律相談もあります。

場所

月

社協笠間支所
[第2・4火曜日]

地域福祉センターともべ
[第2・4水曜日]

地域福祉センターいわま
[第1・3木曜日]

１４日・２８日
１２日・２６日
　９日
１４日

１日・１５日
６日・２０日
　１７日
１日・１５日

9月
10月
11月
12月

１３日・２７日
１１日・２５日
　８日・２２日
１３日

公式 HP
SNSの
ご紹介

在宅福祉サービス 協力会員募集
　在宅福祉サービスは「困った時はお互いさま」の精神
で地域に住む人が安心して生活できるよう家事や育児な
どの手伝いをする有償サービス（１時間700円）です。
　社協では、協力会員を募集しています。掃除・洗濯・
調理など家事全般や病院への送迎、子育ての手伝いな
ど、在宅福祉サービス活動の担い手としてご協力くださ
い。
※移送サービスの活動は、講習会に参加し修了証を受け

取ってからとなります。

お気軽に

どうぞ！

在宅福祉サービスセンター

お米：1,322Kg 
食品：595.4Kg 

（缶詰、乾麺など）
ありがとうございました。

＜お預かりする食品＞
お米、乾麺類、缶詰、
レトルトなど、賞味期
限が２カ月以上のもの
※生鮮食品はお預かり

できません。

令
和
３
年
度
　

～～～～～～～～～～～～～～～～
～～～～～～～～～

　公益財団法人　車両競技公益
資金記念財団からの助成金によ
り、点字ボランティア「三

み  ろ

六
く

の
会」が購入しました。点字本な
どの印刷がスピーディーで便利に
なりました。

点字プリンターを購入しました

在宅福祉
サービスセンター

お問い合わせ
お申し込み先

③サービス提供①利用希望

②活動のお願い
月１回
でもOK

協力会員利用会員
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